
◆全体 ◆目指す区のすがた別

評価 事業数 目指す区のすがた 評価 事業数

　Ａ：計画通り達成 19

　Ｂ：概ね達成 1

　Ｃ：未達成 0

小計 20

　Ａ：計画通り達成 17

　Ｂ：概ね達成 3

合計 103 　Ｃ：未達成 1

小計 21

　Ａ：計画通り達成 15

　Ｂ：概ね達成 1

　Ｃ：未達成 0

小計 16

　Ａ：計画通り達成 40

　Ｂ：概ね達成 5

　Ｃ：未達成 1

小計 46

合計 103

※事業数については再掲を含む。

Ⅲ　地域の人々が自分らしく活躍す
るまち

Ⅳ　安心して快適に暮らせるまち

東区区ビジョンまちづくり計画　第２次実施計画　進行状況一覧表（令和７年度実施事業）

　Ａ：計画通り達成
　　（100％以上）

91

　Ｂ：概ね達成
　　（８０～1００％）

10

　Ｃ：未達成 2

Ⅰ　活力ある産業と地域の魅力を活
かしてにぎわうまち

Ⅱ　だれもが互いに学び合い、共に
育つまち

　資料５　



　１　地域産業の支援と活性化

 （１） 事業環境の維持・向上 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

1
産業のまち東区「オープン
ファクトリー」

ものが生まれる現場を公開し「ものづくり」と「も
のづくりのまち」の魅力を伝えるオープンファクト
リーの開催を支援し、区内外に多様な産業の魅力を
発信します。

オープンファクトリーの開催 実施 A
令和7年10月24日(金）、25日(土）の2日間、18事業者が参加
して開催し、のべ4,228人が来場しました。

継続 地域課

2
産業のまち東区「東区Ｅ産探
求プロジェクト」

東区で産業が発展してきた歴史や産業Ｅ産（遺産）
について学ぶまちあるきや講演会を実施するととも
に、大学生などによる体験レポートを作成し、区内
外に多様な産業の魅力を発信します。

まちあるきの開催 ２回 A

計画どおりにまちあるきを２回（参加各20人）行うとともに、区
内周遊型の謎解きイベント（参加427人）、東区オープンファク
トリーシンポジウム（来場75人）を実施しました。
また、各イベントに大学生から産業E産探求記者として参加して
もらい、参加レポートを記事として情報発信を行いました。

継続 地域課

3
新潟卸団地地区まちづくり
（地区計画）

東区における流通・業務の拠点地区であるが、不況
による事業所の閉鎖や移転、縮小などで遊休地が発
生しています。このため良好な操業環境を維持し、
流通・業務地に相応しい土地利用を誘導するため、
地区計画による地域のまちづくりを支援します。

地区計画の都市計画決定 実施 A
卸団地地区まちづくり協議会と連携しながら、地区計画に係る素
案を作成し、計画通り、７月に都市計画決定を行い、地域のまち
づくりの支援を行いました。

終了 建設課

 （２） 民間事業者・各種団体等との連携 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

1
（再掲）

産業のまち東区「オープン
ファクトリー」

ものが生まれる現場を公開し「ものづくり」と「も
のづくりのまち」の魅力を伝えるオープンファクト
リーの開催を支援し、区内外に多様な産業の魅力を
発信します。

オープンファクトリーの開催 実施 A
令和7年10月24日(金）、25日(土）の2日間、18事業者が参加
して開催し、のべ4,228人が来場しました。

継続 地域課

2
（再掲）

産業のまち東区「東区Ｅ産探
求プロジェクト」

東区で産業が発展してきた歴史や産業Ｅ産（遺産）
について学ぶまちあるきや講演会を実施するととも
に、大学生などによる体験レポートを作成し、区内
外に多様な産業の魅力を発信します。

まちあるきの開催 ２回 A

計画どおりにまちあるきを２回（参加各20人）行うとともに、区
内周遊型の謎解きイベント（参加427人）、東区オープンファク
トリーシンポジウム（来場75人）を実施しました。
また、各イベントに大学生から産業E産探求記者として参加して
もらい、参加レポートを記事として情報発信を行いました。

継続 地域課

4 区内企業のPR
区役所庁舎に企業PRコーナーを設け、区内企業を
PRします。

企業PRコーナーの管理運営 実施 A
各企業に適宜展示を確認してもらい、必要に応じて入替を行って
もらいながら管理運営を行いました。

継続 地域課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

施策の方向 Ⅰ－１ 地域資源を活用したまちづくり

多様な産業と豊かな水辺環境、まちの玄関口である空港・港や文化・歴史など、東区独自の魅力を活用し区内外へ発信することにより、だれもが魅力を感じることができるまちを目指します。

目指す区のすがた Ⅰ 活力ある産業と地域の魅力を活かしてにぎわうまち 第２次実施計画事業評価一覧表
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　２　魅力の再認識と発信

 （１） 「産業のまち東区」の魅力発信 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

1
（再掲）

産業のまち東区「オープン
ファクトリー」

ものが生まれる現場を公開し「ものづくり」と「も
のづくりのまち」の魅力を伝えるオープンファクト
リーの開催を支援し、区内外に多様な産業の魅力を
発信します。

オープンファクトリーの開催 実施 A
令和7年10月24日(金）、25日(土）の2日間、18事業者が参加
して開催し、のべ4,228人が来場しました。

継続 地域課

2
（再掲）

産業のまち東区「東区Ｅ産探
求プロジェクト」

東区で産業が発展してきた歴史や産業Ｅ産（遺産）
について学ぶまちあるきや講演会を実施するととも
に、大学生などによる体験レポートを作成し、区内
外に多様な産業の魅力を発信します。

まちあるきの開催 ２回 A

計画どおりにまちあるきを２回（参加各20人）行うとともに、区
内周遊型の謎解きイベント（参加427人）、東区オープンファク
トリーシンポジウム（来場75人）を実施しました。
また、各イベントに大学生から産業E産探求記者として参加して
もらい、参加レポートを記事として情報発信を行いました。

継続 地域課

４
（再掲）

区内企業のPR
区役所庁舎に企業PRコーナーを設け、区内企業を
PRします。

企業PRコーナーの管理運営 実施 A
各企業に適宜展示を確認してもらい、必要に応じて入替を行って
もらいながら管理運営を行いました。

継続 地域課

5 区だより発行事業
区だよりやホームページ、ＳＮＳを通じて、東区の
魅力、生活に密着した情報、企業（団体）の取組み
などを紹介します。

・区だよりの発行
・SNSの運営

区だより発行　24
回

A 計画どおりに24回（2回×12月）、区だよりを発行しました。 継続 地域課

6 工場夜景ツアー
工場夜景を核としたツアーを実施し、多様な産業観
光の認知度向上を図ります。

工場夜景バスツアーの実施 ４回開催 A 計画どおりに4回のバスツアーを実施しました。 継続 地域課

7
東区の魅力発信フォトコンテ
スト

フォトコンテストの実施を通じて東区の特色である
「産業のまち」をはじめとした魅力を再発見しても
らうとともに、インスタグラム等で区内外に広く発
信します。

・フォトコンテストの実施
（隔年）
・SNSでの情報発信

インスタグラムでの
情報発信12回

A
計画どおりフォトコンテストを実施（応募者数：96人、応募点
数：225点）するとともに、応募作品等をインスタグラムに12
回投稿し、東区の魅力を発信しました。

継続 地域課

8
東区Eとこ「つたえる・ひろ
める」プロジェクト

東区における「E(いい)とこ」と、東区公認キャラク
ター「ぬたりん」を掛け合わせた広報資料を製作・
配布することで、ぬたりんのブランディングと東区
内の魅力の再発見に取り組みます。

・ぬたりん広報資料の活用
・区バスを活用した展示プロ
ジェクトの実施

広報資料配布延べ人
数1,000人

A

ぬたりんグッズ(飴・ステッカー・シール）をイベントなどで、の
べ1,272人の方に配布し、魅力発信に取り組みました。
また、区バスの認知度向上のため、バスの車内をギャラリーとし
て活用した事業を実施しました。

継続 地域課

 （２） 歴史・文化資源の活用 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

9 東区歴史文化プロジェクト
区内を中心に活動する個人・団体の作品展示や活動
発表などを通じて文化を発信するとともに、東区の
歴史の普及啓発に取り組みます。

・個人・団体の作品展示、活
動発表
・演劇公演の開催
・歴史の普及啓発

実施 A

東区まんなか文化祭、東区ギャラリーで区内中学校の文化部作品
展示や、区内で活動する個人・団体の作品展示を行いました。ま
た、公民館と連携して、まちあるきや歴史まち歩き講座を実施
し、東区の歴史普及啓発を行いました。

継続 地域課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課
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　３　地域の特色を活かしたにぎわいの創出

 （１） 空港・港やまちの拠点を活かしたにぎわいづくり 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

９
（再掲）

東区歴史文化プロジェクト
区内を中心に活動する個人・団体の作品展示や活動
発表などを通じて文化を発信するとともに、東区の
歴史の普及啓発に取り組みます。

・個人・団体の作品展示、活
動発表
・演劇公演の開催
・歴史の普及啓発

実施 A

東区まんなか文化祭、東区ギャラリーで区内中学校の文化部作品
展示や、区内で活動する個人・団体の作品展示を行いました。ま
た、公民館と連携して、まちあるきや歴史まち歩き講座を実施
し、東区の歴史普及啓発を行いました。

継続 地域課

10
にぎわいのみなとまちづくり
プロジェクト

「新潟西港」周辺の魅力や歴史、文化などを発信す
るイベントを実施します。また「新潟西港」と関連
する地域との連携を活かした取り組みを推進しま
す。

・光と船のキラメキ！山の下
夜遊びランドの開催
・山の下ハロウィンパー
ティーの開催

実施 A

山の下地区活性化まちづくり実行委員会と連携しながら、計画通
りイベントを実施し、多くの市民が来場し、賑わいと交流の場が
創出できたとともに、山の下地区の魅力づくりと活性化にもつな
がりました。

継続 建設課

11 行政庁舎の有効活用
東区役所の共用部などを希望する地域住民や団体等
に貸付けを行い、庁舎の賑わいづくりを推進しま
す。

地域住民や団体等に対する南
口エントランスホールの貸付

活用日数110日 B

貸付に限らず、毎週火曜日には障がい者施設による自主製品の販
売の許可をするなどエントランスホールの活用に努め、95日間活
用しました。また、区づくり予算を活用し、東区役所プラっとプ
ロジェクトによる南口エントランスや東区ギャラリーの改修を行
うことで、庁舎のにぎわいづくりにも努めました。

継続 総務課

12 東区プラザの管理運営
東区プラザの利便性の向上を図り、市民の文化活
動、学習活動及び多様な交流の場として提供しま
す。

・利用者のニーズ把握のため
のアンケートの実施
・満足度の向上

施設環境に対し「満
足・概ね満足」の割
合80％

A

3月3日から23日にかけてアンケートを実施し、配布枚数339枚
のうち299枚を回収(回収率88%）、集計した結果、施設環境に
ついて「満足」若しくは「おおむね満足」と回答した割合は80%
を超える結果となりました。

継続 総務課

 （２） 水辺を活かしたにぎわいづくり 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

13
地域と水辺と共生プロジェク
ト

「じゅんさい池みらいプラン」に基づく活動を継続
するとともに、東区の水辺環境の魅力について、地
域と連携しながら発信することで、地域への愛着の
醸成やにぎわいの創出を図ります。

・地域との協働による自然環
境保全活動の実施
・魅力発信
・水辺に関する地域活動等と
の連携
・案内サイン設置・トイレ整
備

魅力発信に関する区
だより等掲載4回

A

地域・企業と連携した保全活動や、環境整備を実施しました。
また、認知度向上と魅力発信のため、地域課主催イベントの募集
時に合わせて区だよりやホームページ、ＳＮＳに記事を計６回掲
載しました。令和８年度はじゅんさいの再生に向けた活動に展開
するため、調査・検討を行います。

拡充
地域課
区民生活課
建設課

14 海水浴場の管理
海水浴シーズンに合わせて、海浜事務所を設置する
とともに監視員を配置して、誰もが安心安全に楽し
める海水浴場の環境を整えます。

海水浴場の管理
開設期間中の事故件
数０件

A
計画どおり開設期間中の事故は0件と、適切に管理運営を行いま
した。

継続 地域課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課
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　１　地域ぐるみでの子育て・教育環境の充実

 （１） 安心して子育てできる環境づくり 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

15 子育て支援施設の管理運営
い～てらす、こども創作活動館、わいわいひろばの
管理運営。

・寺山公園子育て交流施設い
～てらすの管理運営
・こども創作活動館の管理運
営
・わいわいひろばの管理運営

３施設の利用者数
１９万人

A

各施設の利用年齢層に合わせ、子育て支援や遊びと学びの体験プ
ログラムを提供、情報と交流機会を求める子供・子育て世代の
ニーズに適切に対応しました。
（３施設の利用者数：196,547人）

継続 健康福祉課

16 安産教室
妊娠、出産、育児等に関する正しい知識を学び、不
安の解消を図る安産教室を開催します。

安産教室の実施 12回 A 計画通り実施しました。 継続 健康福祉課

17 育児相談
育児に悩みや不安をもつ保護者に対し、育児相談を
開催します。

育児相談会の開催 24回 A 計画通り実施しました。 継続 健康福祉課

18
療育教室
医師による発達相談

保護者が、こどもの特性に合わせた関わり方を学ぶ
療育教室を開催します。また、医師等による、発達
の見極めや指導助言、医療機関や療育機関を紹介す
る発達相談を開催します。

・療育教室の開催
・発達相談の開催

療育教室　38回
発達相談　4回

B
療育教室は、週1回定期開催だが、祝祭日の関係上回数を調整し
て実施したため、計画より１回減となりました。医師による発達
相談会は計画どおり4回実施しました。

継続 健康福祉課

19
マタニティ期からの子育て応
援

妊娠期から子育ての知識を得てもらい、知らないこ
とによる虐待リスクを減らし出産後の子育ての不安
感や孤独感を解消します。

・妊娠期からの子育て支援講
座の開催
・父親の育児参加促進
・子育て応援冊子「ままっ
ぷ」発行

支援講座　59回
父親育児参加促進
32回

A

父親の育児参加促進の事業については令和7年度は委託業者が変
わり過渡期であったため少なめとなったが、妊娠期からの子育て
支援講座はこどもの発達に応じた相談会などを加え大幅に開催数
を増やしました。事業全体としては目標を上回りました。

継続 健康福祉課

20 児童虐待の防止
子育て支援関係者を対象に児童虐待への理解を深め
る研修を開催します。

・児童虐待防止研修会の開催
・関係機関スキルアップ研修
会の開催

児童虐待防止研修会
2回
スキルアップ研修会
5回

A

関係機関のスキルアップ研修会については計画どおり達成しまし
た。児童虐待防止研修会については初めて年2回開催し、200名
を超える参加につなげ、児童虐待対応の理解を深めることができ
ました。

継続 健康福祉課

21
東区2km子育てトライアング
ル魅力発信

子育て支援施設「い～てらす」、「こども創作活動
館」、「わいわいひろば」が2kmの距離で結ばれて
いることから、「東区２ｋｍ子育てトライアング
ル」をキャッチフレーズに3施設の効果的な情報・
魅力発信の機会として、「東区こどもまつり」を開
催し、子育てにやさしい東区を啓発します。

東区こどもまつりの開催 実施 A
令和8年2月23日に東区こどもまつりを開催しました。東区の子
育て3施設および各種子育て関連団体の周知啓発、情報の発信を
しました。

継続 健康福祉課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

目指す区のすがた Ⅱ だれもが互いに学び合い、共に育つまち

施策の方向 Ⅱ－１ 多様な連携と交流による人材育成

地域・学校・民間事業者・行政の連携を進めるとともに、幅広い世代や様々な立場の人々が学び合う機会を充実させることで、未来の担い手であるこどもたちや地域を支える多様な人材が育つまちを目指します。
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事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

22 家庭教育振興事業
子育て期の保護者を対象に、こどもの成長に合わせ
た家庭教育学級を開催し、家庭の教育力向上を図る
とともに、親同士の仲間づくりを支援します。

家庭教育学級の開催
アンケートで「今後
に活かしたい」と回
答した割合８０％

A
乳児期家庭教育学級などの家庭教育学級の開催と親同士の仲間づ
くり支援を行うことにより、アンケート結果は91.4%で目標を達
成しました。

継続 公民館

23 子育てサロン事業
子育て中の保護者が気軽に集まり、こどもと一緒に
地域の人たちと交流したり、保護者同士で情報交換
などができる場所を提供します。

子育てサロンの開設 ２館 A
計画どおりに子育てサロンを２施設開設し、子育て中の保護者が
地域の人や保護者同士で交流・情報交換などができる居場所を提
供しました。

継続 公民館

24 こどもの読書環境の整備
こどもたちが本に親しみ、読書習慣を身につけるこ
とを目指して、関係課・機関・ボランティアと連携
しながら事業を実施します。

・ブックスタート事業
・赤ちゃんタイム・おはなし
のじかんの実施

事業に参加したボラ
ンティア延べ人数
200人

B

ボランティアと協働しながら、健康福祉課で実施する１歳誕生歯
科健診会場での読み聞かせ（ブックスタート）や各図書館での読
み聞かせを実施しました。参加ボランティア人数は190人
（95％）でした。

継続 図書館

 （２） 学・社・民の融合による教育の推進 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

25
地域と学校パートナーシップ
事業

学校と地域を結ぶ地域教育コーディネーターを配置
し、地域人材との連携・協働・ネットワークづくり
を推進し、教育活動の充実を図ります。

・各校が自校の重点を達成す
るための支援
・地域教育コーディネーター
の資質向上を図る研修会の実
施

「地域や社会をよく
するために何をすべ
きか考えることがあ
る」に肯定的な回答
をした児童生徒の割
合（70％）

A
校長会・教頭会での情報提供、学校訪問による相談や支援、地域
教育コーディネーター研修会の実施や情報交換を行うことによ
り、目標を達成しました。

継続
教育支援セン
ター

26 早期からの就学支援推進事業
就学相談会や随時の相談を通して、適正な就学を図
るとともに早期からの継続的な就学相談・支援を行
います。

・春季・夏季就学相談会や随
時相談、及び園訪問の実施に
よる継続的な就学支援

こどもの状況や保護
者の意向に沿った就
学支援ができた割合
100％

A
春季・夏季就学相談会の実施と継続的な就学相談・支援の実施や
入学支援ファイルの活用により、目標を達成しました。

継続
教育支援セン
ター

27 こども体験活動推進事業

こどもたちが自然や文化・芸術、地域や日本の伝統
文化に触れることができるよう、土日や長期休暇の
期間を中心に、自然体験活動やものづくり等の体験
型事業を実施し、豊かな人間性や社会性を育みま
す。

各種体験講座・学習会を開催
アンケートで事業に
対する「満足度」の
割合８０％

A

土日や長期休暇期間で、自然や文化・芸術、ものづくり、学習会
など、様々な体験型事業を実施しました。体験だけでなく、異学
年での集団活動支援を行うことにより、アンケート結果は99.
３%で目標を達成しました。

継続 公民館

28 青少年の居場所づくり事業
こどもたちが気軽に立ち寄り、地域の人たちと交流
したり、こどもたち同士で自由に遊ぶことができる
場所を提供します。

・公民館フリースペースの開
放
・学習室の開設

フリースペース開放
２館
学習室開放２館

A
計画どおりにフリースペース・学習室を２施設開設し、こどもた
ちが地域の人やこども同士で自由に遊ぶスペースや学習できる居
場所を提供しました。

継続 公民館

29 地域協働の推進と連携

地域コミュニティ協議会や学校、企業等の多様な主
体と協働・連携を図りながら、地域の活性化や住民
間の交流など、様々な課題解決に資する事業の開催
や支援を行います。

・地域コミュニティ協議会や
学校、企業等の多様な主体と
連携した講座の開催などの支
援
・地域コミュニティ協議会の
活動支援

実施 A
計画どおりに地域コミュニティ協議会や学校との連携事業を実施
しました。地域と学校、こどもたちの交流支援を行うこにより、
地域の活性化や住民間・世代間交流の機会を提供しました。

継続 公民館

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

5



　２　学び合いや交流機会の充実

 （１） 生涯学習機会の充実やスポーツ活動の支援 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

30 スポーツ振興会の活動支援
生涯スポーツ活動を推進し、スポーツ振興会やス
ポーツ推進委員との連携を図りながら、区民がス
ポーツに親しめる環境づくりを進めます。

スポーツ振興会の活動支援 支援団体６団体 A
計画どおり東区内のスポーツ振興会6団体の活動を支援し、各地
区で区民がスポーツに親しめるイベントを開催しました。

継続 地域課

31 体育施設の管理運営
体育施設の指定管理者との連携を図りながら、こど
もから高齢者まで誰もが気軽に体育施設を利用でき
る事業を実施します。

体育施設の管理運営
体育施設の年間利用
者数500,000人

C

体育施設の管理運営を適切に行いましたが、東総合スポーツセン
ターの特定天井工事による休館（4月～2月、メイン・サブアリー
ナ）の影響により、利用者数363,837人(確定　5月末）とな
り、目標は未達成となりました。東総合スポーツセンターのメイ
ン・サブアリーナを3月から利用再開するとともに、目標達成に
向け、指定管理者と連携して適切な管理運営を引き続き行いま
す。

継続 地域課

32 男女共同参画推進事業
男女共同参画推進のための啓発事業を、男女共同参
画地域推進員と共に実施します。

男女共同参画推進のための普
及活動

実施 A
終活をテーマに自分らしさについて見つめ直すことで、男女の違
いについて改めて考えるきっかけ作りとする講座を男女共同参画
地域推進員と実施しました。

継続 地域課

33 図書館サービス向上事業

図書館情報システムの運用と配本車の運行によって
効率的な資料提供を行います。また電子図書館サー
ビスを提供し、より多くの利用者のニーズに応えら
れるようサービス向上を図ります。

・図書館情報システムの運用
・地区図書館等への配本車の
運行
・電子図書館システムの運用
及び電子書籍の提供

資料貸出冊数
400,000冊

B

図書館情報システムの運用と配本車の運行によって効率的な資料
提供を行い、課題解決に寄与しました。山の下図書館・東区プラ
ザ図書室は施設工事に伴う臨時休館があり、貸出冊数は
371,687冊（約93%）でした。

継続 図書館

 （２） 世代間交流機会の充実と支援 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

2９
（再掲）

地域協働の推進と連携

地域コミュニティ協議会や学校、企業等の多様な主
体と協働・連携を図りながら、地域の活性化や住民
間の交流など、様々な課題解決に資する事業の開催
や支援を行います。

・地域コミュニティ協議会や
学校、企業等の多様な主体と
連携した講座の開催などの支
援
・地域コミュニティ協議会の
活動支援

実施 A
計画どおりに地域コミュニティ協議会や学校との連携事業を実施
しました。地域と学校、こどもたちの交流支援を行うこにより、
地域の活性化や住民間・世代間交流の機会を提供しました。

継続 公民館

 （３）各種団体と連携した人材育成 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

34
食生活改善推進委員、運動普
及推進委員の育成・支援事業

 
・食生活改善推進委員・運動
普及推進委員の育成研修会の
開催

食推・運推・ウォー
キング自主G合同研
修、食推勉強会、
ウォーキング自主G
支援、関係事業参加
による研修20回

A 計画通り実施しました。 継続 健康福祉課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課
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　1　地域内連携の推進

 （１） 地域で活動する団体間の連携支援 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

５
（再掲）

区だより発行事業
区だよりやホームページ、ＳＮＳを通じて、東区の
魅力、生活に密着した情報、企業（団体）の取組み
などを紹介します。

・区だよりの発行
・SNSの運営

区だより発行　24
回

A 計画どおりに24回（2回×12月）、区だよりを発行しました。 継続 地域課

35
東区内地域コミュニティ協議
会連絡会の開催

地域コミュニティ協議会の代表者による連絡会を開
催し、地域間の連携及び情報共有体制を推進しま
す。

東区内地域コミュニティ協議
会連絡会の開催

６回 A

計画どおり年６回連絡会を開催し、行政情報の共有や地域内連携
に寄与しました。
各コミ協代表者と連絡会のあり方を協議し、次年度からは年４回
の開催とし、必要に応じ、別途開催することとします。

縮小 地域課

 （２） 地域活動への参加促進 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

５
（再掲）

区だより発行事業
区だよりやホームページ、ＳＮＳを通じて、東区の
魅力、生活に密着した情報、企業（団体）の取組み
などを紹介します。

・区だよりの発行
・SNSの運営

区だより発行　24
回

A 計画どおりに24回（2回×12月）、区だよりを発行しました。 継続 地域課

36 老人憩の家の管理運営
老人憩の家で、高齢者の健康増進と教養向上を目的
としたレクリエーションの場を提供します。

憩の家の指定管理 実施 A 全施設において適切な運営を行いました。 継続 健康福祉課

　２　地域力の向上

 （１） 地域コミュニティ協議会、区自治協議会等との連携 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

2９
（再掲）

地域協働の推進と連携

地域コミュニティ協議会や学校、企業等の多様な主
体と協働・連携を図りながら、地域の活性化や住民
間の交流など、様々な課題解決に資する事業の開催
や支援を行います。

・地域コミュニティ協議会や
学校、企業等の多様な主体と
連携した講座の開催などの支
援
・地域コミュニティ協議会の
活動支援

実施 A
計画どおりに地域コミュニティ協議会や学校との連携事業を実施
しました。地域と学校、こどもたちの交流支援を行うこにより、
地域の活性化や住民間・世代間交流の機会を提供しました。

継続 公民館

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

目指す区のすがた Ⅲ 地域の人々が自分らしく活躍するまち

施策の方向 Ⅲ－１ 地域内連携の推進と地域力の向上

地域で活動している各種団体への支援を充実させ連携を図ることにより、地域の力が発揮できるまちを目指します。
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事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

37 地域活動補助事業
地域コミュニティ協議会、自治会等に対し、地域課
題の解決を図る活動や、コミュニティ活動に直接必
要な設備の整備に要する費用の一部を補助します。

地域活動補助金の交付 実施 A
雨天中止のため１件取り下げとなりましたが、その他の申請は適
切に補助し、地域課題の解決に向けた取り組みを支援しました。

継続 地域課

38
コミュニティセンター等の管
理運営

コミュニティ活動の中心的施設となる、コミュニ
ティセンター、コミュニティハウス、臨空船江会館
の10施設について、指定管理者として管理運営を担
うコミュニティ協議会等への支援を行います。

地域コミュニティ施設の管理
運営

コミュニティ施設利
用率
45％以上

B
コミュニティ活動の中心的施設となる各地域コミュニティ施設の
管理・運営を適切に支援し、利用率は４３%となり昨年度同時期
と比較しほぼ横ばいでした。

継続 地域課

39 地域コミュニティ育成事業
地域コミュニティ協議会の運営に要する経費を助成
します。

地域コミュニティ協議会運営
助成金の交付

実施 A
予定どおり全ての地域コミュニティ協議会を支援し、会の安定的
な運営に寄与しました。

継続 地域課

40
地域コミュニティ協議会事務
所借上費の補助事業

公共施設などに事務所を持てない地域コミュニティ
協議会が、民間施設などを借上げる際の経費を補助
します。

地域コミュニティ協議会事務
所借上補助金の交付

実施 A
公共施設等に事務所を有さないコミュニティ協議会の民間施設借
上費用を補助し、会の運営のための拠点確保を支援しました。

継続 地域課

41 東区自治協議会運営事業
東区自治協議会及び部会を開催し、区民と行政が協
働して、地域のまちづくりや地域の課題解決に取り
組みます。

自治協議会の開催
部会の開催

本会議・部会の開催
回数40回以上

A
自治協議会の事務局として、委員のみなさんが円滑に協議を進め
られるよう工夫しながら、第１・２・３部会及び広報紙編集部会
を合計３９回、全体会議を９回開催しました。

継続 地域課

42 東区自治協議会提案事業
自治協議会提案事業を実施し、区民と行政が協働し
て、地域のまちづくりや地域の課題解決に取り組み
ます。

地域課題の調査・研究の実施 実施 A
自治協議会委員と協働して、令和７年度は地域の課題について調
査・研究を行い、その解決の一助となる事業の令和８年度実施に
向け、各部会で協議を重ねテーマの決定を行いました。

継続 地域課

43
東区自治協議会のさらなる活
性化

自治協議会委員の委員研修会を実施します。また、
広報紙「東区自治協議会かわらばん」を発行しま
す。

・委員研修会の実施
・自治協議会広報紙の発行

広報紙の発行３回 A

自治協議会での部会運営に活かしてもらうため、哲学対話の実践
研修を開催しました。
また、自治協かわらばん（区だよりを１面利用）を計画どおり年
３回発行し、自治協議会の認知度向上を図りました。

継続 地域課

44
東区地域福祉計画・地域福祉
活動計画の推進

東区地域福祉計画・地域福祉活動計画（東区地域ふ
れあいプラン）について、東区社会福祉協議会と連
携して円滑な推進を図ります。

・東区地域福祉計画・地域福
祉活動計画の進行管理
・東区地域福祉計画・地域福
祉活動計画推進委員会の開催

実施 A 予定通り事業を遂行しました。 継続 健康福祉課

 （２） 自治会・町内会活動への支援 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

37
（再掲）

地域活動補助事業
地域コミュニティ協議会、自治会等に対し、地域課
題の解決を図る活動や、コミュニティ活動に直接必
要な設備の整備に要する費用の一部を補助します。

地域活動補助金の交付 実施 A
雨天中止のため１件取り下げとなりましたが、その他の申請は適
切に補助し、地域課題の解決に向けた取り組みを支援しました。

継続 地域課

45 自治会等事務委託

行政連絡事務、調査事務、一般行政協力事務につい
て、自治会・町内会と委託契約を行い、地域と行政
が円滑に連携しながら、自治会等における体制整備
の支援を行います。

行政連絡事務、調査事務、一
般行政協力事務の委託

実施 A
自治会・町内会への回覧等により行政からの適切な情報提供を行
い、地域と行政との円滑な連携に寄与しました。

継続 地域課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

8



事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

46
自治会等集会所建設費・借上
費の補助事業

自治会・町内会がコミュニティ活動を行う集会所施
設に関する補助を行います。

・自治会等集会所建設費補助
金の交付
・自治会等集会所施設借上補
助金の交付
・自治会等集会所用地借上補
助金の交付

実施 A
建設費補助で1件、借上補助で1件、それぞれ自治会側の都合によ
り補助制度の利用取り止めがありましたが、その他は適切に補助
し、コミュニティ活動を支援しました。

継続 地域課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課
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　１　安心・安全なまちづくりの推進

 （１） 防災・減災対策の充実 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

47 地域防災活動の支援
自主防災組織の防災訓練等への助成や、AEDや水消
火器などの訓練資材の貸出、講師派遣等を行い、地
域防災活動を支援します。

自主防災組織等の活動支援 訓練実施回数９０回 B
多くの自主防災組織に訓練を実施していただき、地域での防災対
策に積極的に取り組んでいただいた結果、88回実施されました。

継続 総務課

48 地域の防災力向上事業

自主防災組織や学校、企業等を対象に防災出前講座
を開催し、自然災害への備えを広く周知するほか、
パネル展示等による広報を行います。避難所標識看
板LED照明の交換保守を行い、避難者の受入体制整
備を図ります。

・防災出前講座の実施
・避難所標識看板LED照明の
交換保守
・南口エントランスでの各種
啓発パネル展示

防災出前講座３０回 A

防災出前講座は、昨年度より申し込みが増加し、46回実施（参加
者延べ2,803人）。参加者からはためになったと好評でした。
また、令和6年度に作成した東区津波ハザードマップ等を活用
し、ハザードマップのみかたやお住まいの地域の災害特性を正し
く知っていただくように取り組みました。

継続 総務課

49
避難所運営体制の促進
（避難所運営ワークショッ
プ）

災害時に円滑な避難所運営ができるよう、実際の避
難所運営を想定した避難所運営ワークショップを行
い、振り返りによる気づきを地域での自主防災訓練
などにつなげてもらうことで、地域の防災力向上を
図ります。

避難所運営ワークショップ ３回 A

令和３年度から行ってきた避難所運営ワークショップの取り組み
課題の一部を見直し、最近の避難所事情を反映し、計画通り３回
実施しました。参加者からは、ためになったと意見をいただき、
好評でした。

継続 総務課

50 東区防災・安心安全フェスタ

暮らしの安心安全にかかる防災、防犯、交通安全へ
の取り組みに幅広い世代に関心をもってもらうた
め、啓発イベントを開催します。あわせて防災講演
会を開催します。

東区防災・安心安全フェスタ 参加者数2,100人 B

防災、防犯、交通安全をテーマに、子どもから大人まで楽しみな
がら学んでいただける様々な展示企画を実施し、約1,900人の方
から参加いだだきました。
東警察署や東消防署をはじめ、多くの関係機関からご協力をいた
だくとともに、一正蒲鉾株式会社、サトウ食品株式会社からご協
賛商品の提供をいただき、イベント参加者に配布し、大変好でし
た。

継続 総務課

51 山木戸地域安全対策
竹尾・木戸小学校、新潟よつば学園の生徒や地域住
民の交通安全対策、豪雨等の浸水対策について、
ハード・ソフト両面から検討を行います。

安全対策について地元と意見
交換及び関係機関協議

実施 A
地元代表者に各種対策事業の進捗状況を報告しました。また、事
業実施に向けて関係機関と協議を行いました。

継続 建設課

52 浸水対策事業
下水道部で実施中の浸水対策整備を補完するため、
側溝の大型化や背割排水路整備を行います。

背割排水路と浸水対策排水施
設の整備

実施 A 下水道部と連携しながら局所的な浸水対策に取り組みました。 継続 建設課

53 避難行動要支援者支援制度

災害時の避難に第三者の支援が必要な「避難行動要
支援者」の名簿を整備し、自治会・町内会に情報提
供を行うことで、共助による災害時の避難支援体制
の強化を図ります。対象者名簿は、自治会と民生委
員に配付します。

・避難行動要支援者名簿の更
新
・自治会、民生委員へ配付

名簿配付２回 A
予定どおり実施することができました。
個別避難計画作成に協力してくださる自治会も少しずつ増加して
いるため、引き続き制度の目的などを丁寧に説明していきます。

継続
総務課
健康福祉課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

施策の方向 Ⅳ－１ 健康で安心・安全に暮らせるまちづくり

地域全体で互いに支え合い、助け合いながら、だれもが健康で安心・安全に暮らせるまちを目指します。

目指す区のすがた Ⅳ 安心して快適に暮らせるまち
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 （２） 防犯体制、交通安全対策の強化 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

51
（再掲）

山木戸地域安全対策
竹尾・木戸小学校、新潟よつば学園の生徒や地域住
民の交通安全対策、豪雨等の浸水対策について、
ハード・ソフト両面から検討を行います。

安全対策について地元と意見
交換及び関係機関協議

実施 A
地元代表者に各種対策事業の進捗状況を報告しました。また、事
業実施に向けて関係機関と協議を行いました。

継続 建設課

54
交通事故防止にかかる啓発事
業

交通安全の啓発活動や交通安全教室等を実施しま
す。

・交通安全教室の実施
・街頭啓発活動

・幼園児・小学生向
け教室　８０回
・高齢者向け教室
１２回

B

幼園児・小学生向けの交通安全教室を計98回行い、目標回数を上
回る回数を実施した結果、延べ3,396人から参加いただきまし
た。高齢者交通安全教室は10回となり目標回数には届かなかった
ものの、実施内容を工夫し参加者により分かりやすく充実した内
容で実施し、好評でした。

継続 総務課

55
通学路交通安全プログラム推
進事業

東区通学路交通安全プログラムに基づき、定期的に
通学路の安全点検を実施し、危険箇所についての対
策を行います。

通学路合同安全点検の実施と
通学路安全推進会議の開催

通学路の安全対策を
行った学校数6校

A
年間２回の通学路安全推進会議の開催と対応策協議により、目標
を達成しました。

継続
教育支援セン
ター
建設課

56 防犯灯補助事業
自治会等が管理する防犯灯（ＬＥＤ）の設置、取
替、電気料の一部を補助します。

・防犯灯設置補助金の交付
・防犯灯電気料補助金の交付

実施 A

新たな宅地造成等が減少しており、新規の設置件数は減少してい
ます（30灯）。
一方、設置後10年を経過したLED灯が増加し、LEDからLEDへ
の交換・取替え件数が前年度比で1.3倍となり、地域の防犯への
取り組みを適切に支援しました。

継続 地域課

57 山木戸逢谷内線整備事業

旧東工業高校跡地への新潟地域振興局の移転やよつ
ば学園の開校を契機に、木戸地域コミ協を中心に開
催されている「木戸地域安全対策勉強会」で道路拡
幅と一方通行解除について議論され、十分な安全対
策と合わせて整備を進めます。

用地取得にかかる協議調整及
び交渉

実施 A
用地取得に向けて地権者対応を行いました。
地域住民代表者や近隣事業者団体に事業の進捗状況を報告し意見
交換を行いました。

継続 建設課

　２　支え合い助け合う地域福祉の推進

 （１） 誰もが自分らしく生きるつながりの支援 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

58
地域包括ケアシステム推進事
業

地域の高齢者の現況を把握し、それに対応した高齢
者の支援体制の構築を進め、地域による生活支援
（互助）に取り組みます。
地域における健康づくりのリーダーを育成し、自主
的な活動を支援します。

・高齢者の現況把握
・地域による高齢者支援体制
の構築支援
・地域で活動するリーダーの
育成

実施 A 各コミュニティ協議会への補助金の支給等、支援を行いました。 継続 健康福祉課

59 高齢者見守り訪問
75歳以上の独居や高齢者のみ世帯について、民生委
員による一次訪問を実施。地域包括支援センター等
が二次訪問を行い、必要なサービスにつなげる。

７５歳以上の独居や高齢者の
み世帯のうち、介護認定・生
活保護を受けていない者を対
象に、民生委員が一次訪問を
実施。①問題なし、②二次訪
問が必要、③不在、④除外に
分類する。一次訪問結果をも
とに、区で二次訪問対象者を
抽出。地域包括支援センター
等へ二次訪問を依頼。必要な
サービスにつなげる。

実施 A
9,220人に対し民生委員による１次訪問を実施し、２次調査対象
62名を抽出しました。地域包括支援センター等による2次調査で
１３人を介護保険や見守り等の必要なサービスにつなげました。

継続 健康福祉課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課
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事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

60 障がいへの理解を深める事業

障がいや障がいのある人に対する理解を深めるため
の啓発活動を行います。また、ぷちしょっぷ東区
（障がい者施設の自主製品販売を通じた交流）を開
催します。

・東区だより等による啓発活
動
・ぷちしょっぷ東区の開催

ぷちしょっぷ東区の
開催
４０回

A 計画どおり実施しました。 継続 健康福祉課

 （２） 健康づくり、生きがいづくりへの支援 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

58
（再掲）

地域包括ケアシステム推進事
業

地域の高齢者の現況を把握し、それに対応した高齢
者の支援体制の構築を進め、地域による生活支援
（互助）に取り組みます。
地域における健康づくりのリーダーを育成し、自主
的な活動を支援します。

・高齢者の現況把握
・地域による高齢者支援体制
の構築支援
・地域で活動するリーダーの
育成

実施 A 各コミュニティ協議会への補助金の支給等、支援を行いました。 継続 健康福祉課

61
各種がん検診、特定健診・保
健指導

生活習慣病や疾病の早期発見・治療のため、各種が
ん検診、特定健診・保健指導を実施します。

・胃がん・肺がん・乳がんの
集団検診の実施
・特定健診・保健指導の実施

・集団検診　88回
・特定保健指導
24回

A 計画どおり実施しました。 継続 健康福祉課

62
介護予防・認知症予防事業
（幸齢ますます元気教室）

生活機能が低下した高齢者（事業対象者）に対し
て、運動・栄養・口腔・認知機能向上を組み込んだ
複合プログラムを提供し、短期間で心身機能の維
持・向上を図ります。

通所型短期集中予防サービス
（幸齢ますます元気教室）の
実施

144回 A 計画どおり実施しました。 継続 健康福祉課

63 フレイルチェック
65歳以上を対象に2種類のチェックシートにより、
栄養・運動・社会参加の包括的なチェックを行い、
フレイル兆候をチェックします。

フレイルチェック事業の実施 １０回 A 計画どおり実施しました。 継続 健康福祉課

64
生活習慣病予防・健康づくり
事業

血糖値ダウンセミナー、健康増進普及講習会、骨粗
しょう症相談会を開催し、生活習慣病の予防や健康
増進に取り組めるよう支援します。

・血糖値ダウンセミナーの実
施
・健康増進普及講習会の実施
・骨粗しょう症相談会の実施

事業参加者数300
人

A 計画どおり実施しました。 継続 健康福祉課

65
歯っぴーすまいるプロジェク
ト

こどものむし歯の改善に向け、こども食堂・保育
園・幼稚園・放課後児童クラブ等と連携し、歯と食
育の健康づくりを行います。

・こども食堂における歯と食
育の健康相談会の実施
・保育園・幼稚園・放課後児
童クラブ等への巡回むし歯予
防教室の実施

・健康相談会　７回
・むし歯予防教室
30回

A 計画どおり実施しました。 継続 健康福祉課

66 思春期の心と体の健康教育
中学校、高校、特別支援学校で助産師等の専門職に
よる性教育や相手を思いやる気持ち、命の大切さを
学ぶ思春期健康教育を行います。

思春期健康教育の実施 １８回 A 計画どおり実施しました。 継続 健康福祉課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

12



 （３） よりそう相談支援体制の充実 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

58
（再掲）

地域包括ケアシステム推進事
業

地域の高齢者の現況を把握し、それに対応した高齢
者の支援体制の構築を進め、地域による生活支援
（互助）に取り組みます。
地域における健康づくりのリーダーを育成し、自主
的な活動を支援します。

・高齢者の現況把握
・地域による高齢者支援体制
の構築支援
・地域で活動するリーダーの
育成

実施 A 各コミュニティ協議会への補助金の支給等、支援を行いました。 継続 健康福祉課

67
生活困窮者の自立に向けた就
労支援事業

ワークポート新潟と連携し、経済的援助を必要とす
る方の自立に向け、就労を支援します。

生活保護受給者等就労自立支
援事業の実施

就労支援プログラム
への参加率３０％

A
ワークポートナビゲーター・保護課ケースワーカー・就労支援員
が毎月開催している会議などで情報共有し、円滑に連携すること
で参加率は30.8%となりました。

継続 保護課

68 こどもの学習・生活支援事業
社会福祉協議会と連携し、低所得世帯の中学生の学
力向上を支援します。

こども学習会の実施
①参加率25％
②新規参加者数20
人

C

指標①　生活保護世帯に属する中学生のうち、子ども学習会に参
加している人の割合は、48人中6人の参加となり13%と未達成
でした。（参考）生活保護世帯小学生3人、高校生7人。
指標②　本年度に子ども学習会に参加申し込みのあった人数は、
生活保護世帯5人、ひとり親世帯12人、非課税世帯2人の計19人
となり概ね達成しました。
今後は、被保護世帯の対象者の参加を促す保護課ケースワーカー
への支援を強化するとともに、子ども学習会の体験会を開催しま
す。

継続 保護課

　３　持続可能な交通環境の整備と公共施設等の利活用

 （１） 交通円滑化と生活交通の確保 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

69 越後石山駅周辺整備事業

越後石山駅は、１日約3,500人（R4）の利用があ
るが、駅ホームが上下線に分かれており、利用者は
一旦改札を出て地下道を通らなければならず、高齢
者や障がい者には利用しづらい駅となっている。駅
及び周辺の利用環境改善に向け、駅舎のバリアフ
リー化や東口駅前広場の整備を進めます。

用地買収 実施 A
地権者の協力もあり、計画通り東口広場整備に必要な用地を取得
することができました。

継続 建設課

70 竹尾IC渋滞対策事業
竹尾IC交差点部における慢性的な交通渋滞の解消に
向け、交差点改良と新潟港横越線（赤道）の拡幅を
行います。

・用地買収
・道路拡幅工事着手

実施 A
計画通り、用地取得が完了した区間の道路拡幅工事に着手しまし
た。

継続 建設課

71 山ノ下橋架け替え事業

国道113号の通船川に架かる山ノ下橋は、架橋から
90年以上が経過し、老朽化が進んでいることから、
橋の架け替えと取付道路の整備を進め、生活道路の
安全性と災害時の緊急輸送道路としての機能の確実
化を図ります。

用地取得にかかる協議調整及
び交渉

実施 B 橋の架け替えに必要な事業用地の取得に向け交渉を進めました。 継続 建設課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

施策の方向 Ⅳ－２ 快適な生活環境の整備

交通の円滑化や生活交通の確保、地域との協働によるより良い生活環境づくりを通じて、快適で暮らしやすいまちを目指します。
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事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

72 東6-157号線道路整備事業
コンテナ車等が、(主)新潟港横越線とJR新潟貨物
ターミナルを直接アクセスできるように拡幅を行い
ます。

支障物件移設設計 実施 A
用地取得に向けて地権者対応及び支障物件移設設計を行いまし
た。

継続 建設課

73 局所的な渋滞・安全対策事業
幹線・生活道路における慢性的な交通渋滞や事故の
解消に向け、道路改良や交通規制等の検討を行いま
す。

調査・検討（国道113号な
ど）

実施 A
関係課と連携しながら国道１１３号について、調査、検討を進め
ました。

継続 建設課

74 区バス運行事業
区民の区役所への交通手段を確保するため、区バス
を運行します。また、通院・通学等を考慮しなが
ら、利便性の向上に努めます。

区バスの運行（河渡ルート、
松崎ルート）

利用者数106,000
人

A

評価指標を令和６年度末に策定した「生活交通改善プラン」内で
の目標である令和６年度の区バス利用実績（106,000人）の維
持として、ホームページの見直しや区バス位置情報システムの適
時更新を利便性向上のため行いました。利用者数は105,998人
(約１００％）でした。

継続 地域課

 （２） 土地や施設等の有効活用 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

11
（再掲）

行政庁舎の有効活用
東区役所の共用部などを希望する地域住民や団体等
に貸付けを行い、庁舎の賑わいづくりを推進しま
す。

地域住民や団体等に対する南
口エントランスホールの貸付

活用日数　１１０日 B

貸付に限らず、毎週火曜日には障がい者施設による自主製品の販
売の許可をするなどエントランスホールの活用に努め、95日間活
用しました。また、区づくり予算を活用し、東区役所プラっとプ
ロジェクトによる南口エントランスや東区ギャラリーの改修を行
うことで、庁舎のにぎわいづくりにも努めました。

継続 総務課

1２
（再掲）

東区プラザの管理運営
東区プラザの利便性の向上を図り、市民の文化活
動、学習活動及び多様な交流の場として提供しま
す。

・利用者のニーズ把握のため
のアンケートの実施
・満足度の向上

施設環境に対し「満
足・概ね満足」の割
合80％

A

3月3日から23日にかけてアンケートを実施し、配布枚数339枚
のうち299枚を回収(回収率88%）、集計した結果、施設環境に
ついて「満足」若しくは「おおむね満足」と回答した割合は80%
を超える結果となりました。

継続 総務課

75
石山・東石山地域実行計画の
策定

地域とコミュニケーションを図りながら検討をして
きた地域別実行計画を進めます。

地域実行計画の策定 ２地域 A

令和５・６年度に開催した地域住民の皆さんとの全5回に渡る
ワークショップの内容を踏まえ、市民意見を取り入れた計画づく
りを進め、令和７年９月に石山地域・東石山地域実行計画を策定
しました。また、令和８年度に予定していた基本構想の策定を前
倒しで実施しました。

継続 地域課

76 地域別実行計画の推進
公共施設再編の必要性について、区民と目的を共有
するとともに、施設における地域の課題を抽出しま
す。

コミュニティ協議会と意見交
換を実施

8回以上 A
コミュニティ協議会との意見交換を８回実施し、公共施設再編に
関する各地域の意向を確認のうえ、今後の地域別実行計画策定に
向けた地域別の着手順を決定しました。

終了 地域課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

14



　４　憩いの空間づくりと生活環境保全

 （１） 水辺を活かした憩いの空間づくり 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

1３
（再掲）

地域と水辺と共生プロジェク
ト

「じゅんさい池みらいプラン」に基づく活動を継続
するとともに、東区の水辺環境の魅力について、地
域と連携しながら発信することで、地域への愛着の
醸成やにぎわいの創出を図ります。

・地域との協働による自然環
境保全活動の実施
・魅力発信
・水辺に関する地域活動等と
の連携
・案内サイン設置・トイレ整
備

魅力発信に関する区
だより等掲載4回

A

地域・企業と連携した保全活動や、環境整備を実施しました。
また、認知度向上と魅力発信のため、地域課主催イベントの募集
時に合わせて区だよりやホームページ、ＳＮＳに記事を計６回掲
載しました。令和８年度はじゅんさいの再生に向けた活動に展開
するため、調査・検討を行います。

拡充
地域課
区民生活課
建設課

 （２） 協働による地域の生活環境保全 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

77
東区公園愛護会連絡協議会な
どとの連携による公園愛護活
動

東区公園愛護連絡協議会及び各公園愛護会が行う公
園管理や美化活動について、連携を深めて左記活動
に取り組みます。

・公園愛護連絡協議会等との
連携
・利用マナー等啓発

実施 A
公園愛護連絡協議会などと連携し、公園管理や美化活動に取り組
みました。

継続 建設課

78
住みよい郷土推進協議会東区
支部の運営

本部との連携を図りながら、会員の自主的な公衆衛
生実践活動を通し、地域の生活環境の改善及び住民
の健康の保持増進を図り、東区の創造に寄与しま
す。

自治会・町内会に蚊駆除薬剤
を配布

蚊駆除雨水桝対策取
組自治会・町内会の
数　140回

A
146自治・町内会に駆除剤を配布し、蚊駆除雨水桝対策の有効性
を浸透させるとともに、生活環境の向上に寄与することができま
した。

継続 区民生活課

79 美しい東区環境づくり事業
コミュニティ協議会単位で実施する東区クリーン大
作戦に対し、ごみ袋の配布とごみの回収を支援しま
す。

東区クリーン大作戦の実施
清掃実施場所数
110箇所

A
119箇所で清掃を実施しました。各コミュニティ協議会が中心と
なって、地域の一斉清掃の取り組みが定着しており、まちの美化
とともに環境保全意識の向上が図られました。

継続 区民生活課

80 海岸一斉清掃の推進
海の日に実施する船江町浜海岸の一斉清掃に対し、
ごみ袋の配布とごみの回収を支援します。

海岸一斉清掃の実施 参加人数　200人 A
地元住民への参加依頼チラシを作成し、目標を超える250人で清
掃活動を行いました。また、スムーズな物資支援・廃棄物回収が
できました。

継続 区民生活課

81 ボランティア清掃の推進
各自治会・町内会が実施するボランティア清掃に対
し、ごみ袋の配布とごみの回収を支援します。

ボランティア清掃の実施 参加人数25,000人 A
地域で実施する清掃活動に、年間を通じて延べ約35,000人が参
加し、必要なごみ袋の提供やごみを拾うためのトングの貸出、集
めたごみの収集を行いました。

継続 区民生活課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課
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　５　行政サービスの向上

 （１）社会環境に対応した適切なサービスの提供 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

82 行政庁舎の案内掲示の改善

組織改編やレイアウト変更などの際に庁舎案内を変
更するとともに、庁舎内での行事案内など来庁者が
スムーズに庁舎内を移動できるよう案内表示を工夫
します。

東区役所庁舎の案内標示の改
善

実施 A
３階にオープンしたこども食堂の表示を庁舎内の各案内掲示板に
掲載することで、利用者への周知に努めました。

継続 総務課

83 窓口業務の改善
職員のスキルアップと各所属の連携によって、高い
レベルの窓口サービスを提供します。

区独自の職員研修の実施 ５回 A

予定どおり、目標の実施回数を達成しました。
〇転入・新規職員研修
〇区長随行研修
〇接遇研修
〇メンタルヘルスセミナー
〇救命講習

継続 総務課

 （２） 広報・広聴の充実 評価：A（計画どおり達成(100％以上))　B（概ね達成(80%以上100％未満)）　C（未達成）

事業内容 工程・数値目標 評価 実績及び評価の理由 方向性

５
（再掲）

区だより発行事業
区だよりやホームページ、ＳＮＳを通じて、東区の
魅力、生活に密着した情報、企業（団体）の取組み
などを紹介します。

・区だよりの発行
・SNSの運営

区だより発行　24
回

A 計画どおりに24回（2回×12月）、区だよりを発行しました。 継続 地域課

84 区長への手紙
区長への手紙を通じて、区民の皆様からの区政に対
する具体的で建設的なご意見・ご提言を把握し、迅
速な対応に努めます。

区長への手紙の活用 実施 A
区長への手紙により区民の皆様から区政についての建設的なご意
見を把握し、迅速な対応に努めました。

継続 地域課

85 区政懇談会の開催
区長との懇談会を開催し、地域の課題解決や地域と
行政の協働を推進します。

区政懇談会の開催 実施 A
希望があった全てのコミ協（12コミ協）を対象に実施し、地域と
行政における協働の推進に寄与しました。

継続 地域課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

事業№ 事業名 事業概要
R７実施計画 R７取組実績

担当課

施策の方向 Ⅳ－３ 身近で頼れる区役所づくり

生活に密着した情報発信や質の高い行政サービスの提供を通じて、身近で頼れる区役所を目指します。
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